
分娩改善を目的とした骨盤底筋群の運動視覚化機器開発と実験・評価

■研究開発のねらい
日本での帝王切開率は約25％と増加傾向であり、日本の周産期医療における喫緊の課題である。帝王切

開になる理由の一つに分娩停止があるが、最新の知見では、骨盤底筋の不適切な収縮による軟部組織難
産が、分娩停止の原因になることがわかってきた。母体の骨盤底の適切な収縮・弛緩の教育、理学療法、視
覚的フィードバックが分娩結果を改善できる可能性が示唆されていることから、本研究開発では汎用性があ
る簡便な方法でフィードバックできるシステムの開発を目指す。

■研究開発の内容
(株)TOLIMSはこれまで、排便機能障害の改善を目的として、骨盤底筋トレーニング装置（図１）を開発し、2024年より製

品販売を開始して病院や介護施設など各所で使用されている。本製品は、肛門を収縮動作することで肛門が上下する
動きをセンサーで検出して、正しく動作できているかどうかを確認しながらトレーニングする機器であり、便失禁の症状
が改善される効果が得られている。そこで本研究では、この製品をベースにして、骨盤底筋群の運動を可視化し、適切
な骨盤底筋群の動きを促すことが分娩の改善にも効果があるかどうかを調べる。

 その他特記事項
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図1 骨盤底筋トレーニング装置

１）実験評価用装置の開発
骨盤底筋群の上下運動を検出できるように、専用椅子
にセンサーユニットを固定化し、Blue-toothによりデー
タをリアルタイムでPCに送信し、表示、保存可能な装
置を開発する。（図2）

２）骨盤底筋実験装置の分娩への影響の実験・評価
①一般女性の中で、骨盤底筋群の上下運動がうまくできない人がどのくらいの割合でいるのか、調べる。

②産後の産婦さんを対象にして、骨盤底筋群の上下運動がうまくできない人を後方視的に調べて、できる
人とできない人の分娩経過について調査を行う。

図2 開発する実験評価装置
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また、多種多様な人工抗がん剤耐性がん細胞の作製を自動化する培養デバイスの

開発を並行して行い、将来の事業化に向けて作業の効率化を図る。

効率的ながん化学療法を実現するための抗がん剤耐性がんマー
カーを使った検査の基盤と周辺技術の開発

■研究開発のねらい

抗がん剤を使ったがん化学療法では抗がん剤耐性がんの存在が問題の一つであ

る。本研究では化学治療前に予め効果が見込めない抗がん剤が存在するかを調べ
る検査基盤の開発を行う。この検査が社会実装されれば、がん化学治療の大幅な効
率化によって医療費の削減が実現できる。

■研究開発の内容
・患者病理検体・患者情報を使った解析

・培養デバイスの培養液流路の改良と試作品の開発

・改良したプレートで抗がん剤耐性細胞株の作製
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根圏微生物叢制御による物質循環型水稲品種開発に向けた
イネ遺伝子機能解明

■研究開発のねらい
水稲生産において、物質循環型農業・CO2ゼロエミッション（GX）を達成し、環境負荷が小さ

い持続可能な生産システム「循環型農業」を構築することは危急の課題である。この課題解

決のため、根圏微生物叢を制御するイネ遺伝子機能を解明し、「有機質肥料適応型品種」

の開発を目指す。

■研究開発の内容
イネが保有する窒素関連遺伝子が 1) 根の周辺における微生物叢を制御し、2) 有機質肥

料の分解を促進することで、3) 窒素吸収量を増加・個体成長を促進させる、というシーズを
検証する。

① イネが保有する窒素関連遺伝子が有機態窒素利用効率に与える影響の解明

② 有機栽培圃場における窒素関連遺伝子保有系統の生育特性の解明

 その他特記事項

• 共同研究相手のマッチング（営農指導を行う実需者、肥料製造会社など）を希望

• （将来的には）微生物の製剤化などの技術を有する企業とのマッチングを希望
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モデル図 将来展望

微生物制御による持続可能な高収量水稲
生産システムの確立

イネと根圏微生物叢間で繰り広げられる
窒素獲得機構の解明と品種開発への利用
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